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恩師徳川先生 を偲ぶ
彰 国 躍
国語学者 ･言語学者 ･学習院大学教授徳川宗賢
先生は6月6日に急性心筋梗塞により他界されま
した｡徳川先生に教わった時の情景や先生のやさ
しい笑顔を思い浮かべるたびに､残念な気持ちで
いっぱいになります｡
徳川先生にはじめてお目にかかった時からもう
11年の歳月が流れました｡
わたしは1988年3月に､国際交流基金のフェロー
シップで大阪大学客員研究員として来日しました｡
その時の指導教官が徳川先生でした｡1989年 4月
から大学院日本学博士後期課程に入り､社会言語
学講座の徳川先生と真田先生のもとで3年間の留
学生活を送りました｡大阪大学での4年間は､た
くさんの思い出を残したと同時に､わたしのその
後の (おそらく一生の)研究姿勢､学問的態度を
方向付けた大事な4年間でした｡
徳川先生が国語学､日本語教育､社会言語学な
どの分野において多くの功績を残されたことは周
知の通りですが､わたしは､徳川先生が多くの若
い研究者を育てたことも教育者としての先生の足
跡をたどる時に忘れてならない功績の一つではな
いかと思います｡留学生教育もそのうちの一つと
言えます｡
徳川先生は学問的造詣の深さと独特の人間的魅
力によって多くの外国人留学生をひきつけました｡
わたしが阪大に在学していたころ､徳川ゼミは､
いつも留学生でにぎわっていました｡中国､韓国､
タイ､アメリカ､フランス､オース トラリアなど
の各国から留学生が来ていました｡当時の留学生
の多くは､阪大を巣立ちした後も､日本国内外の
大学などの研究機関で活躍し続けています｡徳川
先生は留学生にやさしく接 し､きびしく指導する
というのがわたしの当時の印象でした｡
先生は留学生たちの生活をたいへん心配なきっ
ていたようで､奨学金が下りたか､家族や子供は
どうしているかなどいつも暖かく声をかけ､たず
ねていました｡当時日本はちょうどバブル経済の
真っ最中だったので､留学生たちは将来のことだ
けでなく､目前の生活や勉強についても常に不安
を感じていました｡特にアジア系の学生にとって
留学生活は勉強だけではなく､一種のサバイバル
でもあった｡奨学金が下りなければ生活できない､
アルバイトを増やせば勉強ができない｡明日の生
活のために､落選しても奨学金を繰 り返し申請 し
なければならない｡先生は留学生たちの状況をよ
く理解し､奨学金の推薦状のためだけでもかなり
の時間を費やしたようです｡先生はいつも ｢また
宝くじの発行ですね､今回は当たりますように､-･｣
とジョークを言って､何度も推薦状を頼みに来る
留学生の重い気持ちを和ませてくださいました｡
留学生をわが子のようにやさしく見守る先生のこ
とをみんな ｢お父さん｣と呼んでいました｡わた
したちにとって徳川先生はまさにお父さんのよう
な存在でした｡
先生のきびしさも定評のあるものでした｡わた
しが入学した時､ゼミで発表した留学生が先生の
きびしい質問に答えられなくてひそかに涙したう
わさを耳にしたことがある｡けれども､わたしは
そのきびしさこそが多 くの学生を刺激 し成長させ
た事を後になって実感しました｡留学生に対する
期待もそれだけ大きかったように思います｡
いま徳川先生は逝きましたが､末学の弟子とし
て､わたしは国や民族という狭いわくを越えて､
先生が心血をそそぎ初代会長を勤められた ｢社会
言語科学会｣の発展のために､微力を尽 くしたい
と切に思っております｡
昨年から本草中国語学科でも｢社会言語学｣ゼミ
を設けました｡｢やさしさ｣と ｢きびしき｣の両方
とも足 りないわたしにとって恩師徳川先生が示さ
れたお手本は､いっそう大切に思えてなりません｡
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